
































































































































































































































































「止 ま っ た」や「ジ ャ ン プ し た」が
あっておもしろかったです。
・いろいろな動きをして楽しかったで
す。
・自分で転ぶのがおもしろかったです。
○技「だるまさんが」の間にスピードを出
してスキーを滑らした。→推進滑走やス
ケーティングなど滑走する技術
○技「転んだ」でスキーをハの字に開きだ
し，ブレーキングした。→制動技術
○技スキーでジャンプをした。→バランス
の良いポジション
○技安全な方法で転んだり，すばやく立っ
たりする。→転倒時への対応
【坂コース（めざせぴっ
たりゴール）】
・ごく緩やかな斜面を滑り，目印のところ
で止まることを目指す場を作った。登行が
難しい児童もいたため，足元が滑りづらい
ゴム製のマットを敷いて登りやすくした。
○克 スピードをコントロールして，目印まで
滑ることができると楽しい。
○達 目印に近いところで止まれると楽しい。
○競 誰が一番近くで止まれるか競争すると楽
しい。 
・スピードを出して，コースを速くす
べれたのが楽しかったです。
・坂のとちゅうにボコッとなっている
場所があって，ジャンプして楽しかっ
たです。
・坂をおもいきりすべれて楽しかった
です。
・急に止まるところがおもしろかった
です。
○技パラレルスタンスから滑り出し，目印
に向かってプルークスタンスに変化させ
る。→滑降技術や制動技術，スピードの
コントロール
○技目印付近でスキーのテールを押し出し，
ハの字の大きさを変化させて制動をかけ
る。→制動技術
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という思いやできるようになりたいことを学習カードの自由記述に書いている児童が多く，スキーに慣れていない児童にとっての
平地で楽しむ経験は，斜面での活動への期待に結び付くとも考えられた。
　この結果を受け，第２次では，児童がアルペンスキーに対して違和感や不安感を抱かないで楽しめるよう，斜面の選定や場の設
定を工夫した。また，ワークショップ形式で必要な初歩動作について，学習の始めに教師がついて，やり方を確認することにし
た。 
　　②　第２次スキー場での実践
　第１次で，平地やごく緩やかな斜面で楽しむ時間を十分に確保したことにより，児童はスキー場での活動に期待感をもったり，
斜面を滑走するための技能・技術を身に付けたりすることができた。第２次では，これまでに身に付けた技能・技術を使いながら，
自分の興味・関心に合わせて活動する場を選び，新たな楽しみ方を見付けたり，自分の力を高めたりしていた。
　例えば，第１次でハの字の制動ができるようになってきた児童が，第２次で「トンネルくぐり」で体勢を低くしてトンネルをく
ぐることを楽しむこと(克服型）や，「ハの字の達人」でコースに合わせてハの字の幅を変える（達成型）ことに挑戦することを通
して，バランスの良い滑降ポジションを身に付けたり，制動のかけ方の精度が高まったりした。他にも，ハの字でまっすぐ滑るこ
とができる児童が，「ポールタッチ」でポールに触りながら滑ることを楽しむ中で自然にターンにつながる動きをしたり，ゆっく
りなら滑ることができた児童が，それぞれの場で遊ぶ中でより速いスピードでコントロールができるようになったりして，技能・
技術を高めることができた。田邊10)は，水遊びの実践の中で，「場」において，夢中状況の中にある児童は，身体の感覚を総動員
させながら新しい動きを発見したり，今もっている力を高めたりしており，運動技術の獲得や技能の習得を指導の前面に押し出さ
なくても，関係性の中で卓越した動きを自得できていると述べたが，同じような姿が本実践でも確認することができた。
　事後アンケートの「いろいろなコースをまわって楽しくスキーができた」の項目では，１次で89％だった◎の評価が95.8％にな
り，振り返りカードに楽しかったことや面白かったことについて記述した児童も増加した（表３）。さらに，自分が新たにできる
ようになったことについて記述した児童は，47.9％であった。特に初級グループについては66.6％と高い割合となり，技能・技術
が高まったことを自覚した児童が多かった。
表４　第２次　場の設定と児童の様子（○克：克服型，○達：達成型，○競：競争型，○技：児童が獲得したと考えられる技能・技術）
場 場の設定と手掛かりにした機能的特性
児童が感じていた楽しさ
（カードの記述から）
児童が見せた動きや
獲得したと考えられる技能・技術
【トンネルコース】
　緩斜面と中斜面に，ポールやフラ
フープでトンネルを作った。トンネル
は直線上にセットしたり，左右交互に
セットしたりし，斜面やコースを児童
が選んで挑戦できるようにした。
○克 トンネルを思うようにくぐりながら
滑ることが楽しい。
・トンネルのギリギリまで待って，しゃが
んだのがおもしろかったです。
・ハの字のまま，しゃがんでできるように
なってうれしかったです。
・トンネルでどんどん小さくなって最後の
トンネルは「ちょっかっこう」みたいに小
さくなっておもしろかったです。
・楽しかったことは，トンネルです。なぜ
かというとしゃがんだときに速くなって楽
しかったからです。
・（上の斜面の）トンネルでスピードがす
ごく出ておもしろかったです。
・くぐるときにおしりをついた子が，転ば
ないでくぐれるように何度も挑戦した。
・スキー操作に慣れている児童は，左右交
互にセットされたトンネルを調子よくポジ
ションやスピードを変化させながら滑るこ
とを楽しんだ。
○技体勢を低くしようと，足首や股関節を曲
げ，腕を前に出した。→バランスの良い滑
降ポジション
○技くぐるためにタイミングよく減速または，
加速して滑った。→プルークでの制動，ス
キーのスタンスや角付けの変化
【ハの字の達人】
　幅を変えながら，ポールを２本ずつ
セットした。プルークのスタンスを変
化させながら滑る場。
○克 ポールに合わせて滑ってゴールを目
指すことが楽しい。
○達 ハの字の幅を自分で変えながら滑る
ことができると楽しい。
・ハの字を大きくしたり，小さくしたりす
るのがおもしろかったです。
・大きいハの字だととまって，小さいハの
字だとゆるめのスピードが出ることが分か
りました。
・最初は，ハの字がうまくできなかったけ
ど，大きいハの字と小さいハの字ができる
ようになって楽しかったです。
○技プルークのスタンスを変化させて滑った。
→スピードコントロールの技術
○技セットされたポールに合わせてタイミン
グよくスキーを動かした。→タイミングの
良い荷重や角付け
【ポールにタッチ！】 　左右に立てられたショートポールに
手でタッチしながら滑る場。低いポー
ル，高いポールのバリエーションを準
備した。
○克 ポールを触りながら滑ってゴールを
目指すことが楽しい。
○達 ポールに触るために，思うように方
向を変えて滑れると楽しい。
・どんどん左右にいったのがおもしろかっ
たです。
○技ポール方向へ行こうとして，視線や体の
向き，スキーの向きを変える。→ターン始
動のきっかけ
○技左右交互に片手でタッチするため，ポー
ル側の膝や股関節が屈曲し，スキーに体重
が乗る。→スキーへの荷重，ターン運動
【いろいろターン】
　リフトに乗って，教師と一緒に長い
距離を滑りながら，ターン弧や滑る場
所を選択しながら滑る。途中，ポール
をコースも用意し，児童が技能に合わ
せて選択できるようにした。
・ポールをすべるのが少しじょうずになっ
ておもしろかったです。
・けっこうスピードがでておもしろかった。
・大きいターンができておもしろかったです。
・リフトに乗って上からすべると今までの
おさらいをしているように楽しかったです。
・足をどこまでそろえられるかためせてよ
かったです。
・プルークボーゲンやプルークターン，パ
ラレルターンなど，今できる滑り方でそれ
ぞれ滑った。
○技セットされたポールに合わせて滑る。→
スピードやターン弧のコントロール
○技滑走性が良くなることで，内脚がターン
方向に動き始めた。→プルークターン，パ
ラレルターンへの移行
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６　まとめと今後の課題
　本実践では，機能的特性に触れる学習の場を設定し，児童が自ら選択して活動するアルペンスキー学習には，児童が主体的にア
ルペンスキーにかかわり，楽しさを見出す可能性や，楽しさを追求する中で，技能・技術が獲得されていく可能性が大いにあると
いうことが結論付けられた。そして，３つの機能的特性の関係に着目すると，達成型，競争型で楽しむことが斜面を克服するため
の技能・技術につながったり，斜面やコースを克服して楽しむことが，新たな滑り方の習得や競争につながったりと，特性同士が
相互に関わり合い，楽しみ方を拡げながら発展していくことも確認できた。
　さらには，予測しなかった楽しみ方を児童が見出す様子も多く見られた。例えば，達成型と考え設定したコースで順位やタイム
を競う競争型の楽しみ方をしたり，コース上にたまたまできた突起を見付けてジャンプをする楽しさを見付けたり，スキーをコン
トロールすることによって生まれるスピードの変化を楽しんだりなど，機能的特性を手掛かりに場を設定したが，児童の見付けた
楽しみ方はさらに多様であった。鈴木14)は，授業で教える運動の意味を分類に対応させて固定化してしまうと，子どもと運動の関
係を考える前に，それぞれの運動を競争型とか達成型という枠に閉じ込めてしまう危険性があるとし，機能的特性の分類を絶対視
してしまうことは避けなければならないと述べている。また，田邊9)は，児童が「感じる」ことを手掛かりに，自分を取り巻く関
係性の中で，運動の面白さや心地よさを発見したり創造したりできる学びの在り方について問い，「場」において児童を運動に誘
い込み，児童の挑戦欲求を喚起したり，夢中状況を生み出したりすることの要因の一つに「自由度があること」を挙げている。こ
のように考えると，もともと多様な楽しみ方があり，さらにそれぞれの特性が相互に関わり合い変化しながら楽しみ方が拡がるア
ルペンスキーでは，特性を固定化してアプローチの仕方を一つに絞ってしまうことは，楽しさを限定してしまうことにつながると
考えられる。本実践では，ワークショップ形式を取り入れ，児童が自ら場を選んで活動できるようにし，さらに楽しみ方を変化さ
せていくことを認めながら進めたことが，それぞれ興味・関心や技能・技術が異なる児童の挑戦欲求に応えることにつながったと
考える。
　本実践では，対象児童が入門期にあたることを踏まえながら，主に斜度やコースを工夫して場の設定を行ったが，それに加え，
雪質や地形，滑走スピードなどの要素を加えるとさらに楽しさが拡がると考えられる。例えば，中斜面を滑ることができるように
なったら，中斜面の不整地滑降に挑戦する，さらに速いスピードでの滑走や競争に挑戦するなどの活動も考えられる。常に変化す
る学習状況を生かし，自然と対応するアルペンスキーの楽しさを児童と共に模索していきたい。
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表５　事後の学習カードの感想の記述の一部
初級児童 ・ハの字で滑るときに大きいハの字だととまって，小さいハの字だとゆっくりのスピードですべれることがわかりました。
・何度もやっているうちにハの字ができるようになって楽しくなりました。
・ギリギリまで滑ってすぐに止まることができるようになってよかったです。
中級児童 ・ゆるいしゃめんをハの字から少したて（パラレル）にできました。うれしかったです。
・できるようになったことは，ハの字ですべれるようになったことです。楽しかったことは，トンネルです。なぜかというと
しゃがんだときに速くなって楽しかったからです。
上級児童 ・私は，〇〇スキー場のあんな急斜面を「冒険」で滑れるようになりました。
・何回もやってなれているスキー場ですが，ハの字の使い方が少し上たつしたような気がしました。リフトにのり，上に上がっ
てすべると，今までのおさらいをしているように楽しかったです。
